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岡山県中小企業家同友会景況調査 

調査の概要 

1）調査日程：2018 年 12 月 20 日－2019 年 1 月 25 日 

2）調査対象：岡山県中小企業家同友会会員企業 

3）調査対象期間：2018 年 10 月－12 月期 

4）調査方法：FAX によるアンケート自計記入 

5）回答企業数：527 社のうち 154 社（回答率：29.2％） 

建設 25 社、製造 36 社、流通・商業 32 社、サービス業ほか 56 社 ※無回答 5 社 

6）平均従業員数：28 人（正規従業員数）、10 人（臨時・パート・アルバイト） 

 

 

7）地域内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8）業種内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. カテゴリー  

1 岡山地区 53.3% 

2 倉敷地区 22.4% 

3 高梁、新見吉備高原地区 9.9% 

4 備前、瀬戸内、赤磐、  

和気地区 
9.2% 

5 津山地区 3.9% 

6 玉野地区 0.7% 

7 真庭地区 0.7% 

 

No. カテゴリー  

1 製造業 24.2% 

2 サービス業 22.8% 

3 建設業（民需中心） 12.8% 

4 その他 12.8% 

5 卸売業 11.4% 

6 小売業 10.1% 

7 建設業（官需中心） 4.0% 

8 飲食業 2.0% 
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9）従業員数 

正規従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨時・パート・アルバイトの人数 
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岡山県中小企業家同友会 DI 推移 売上高・経常利益総合 DI 推移／全業種（前年同期比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高 DI／業種別（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常利益 DI／業種別（クロス集計） 
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売上高増減の内訳／全業種（前年同期比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常利益増減の内訳／全業種（前年同期比） 
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2018 年 10 月～12 月の売上高増減の内訳（前年同期比）／業種別 
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2018 年 10 月～12 月の経常利益増減の内訳（前年同期比）／業種別 
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2018 年の 10 月～12 月の経常利益増減の内訳（前年同期比） 
 

経常利益が増加した理由（前年同期比）  

（単位：%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常利益が悪化した理由（前年同期比） 

（単位：%） 
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業種別の採算水準  

（単位：%） 

 
黒字 やや黒字 収支トントン やや赤字 赤字 

全体 36.4% 24.3% 24.3% 7.1% 7.9% 

製造業 23.5% 26.5% 26.5% 14.7% 8.8% 

建設業 36.0% 36.0% 20.0% 4.0% 4.0% 

卸売/小売 41.9% 25.8% 19.4% 6.5% 6.5% 

飲食業 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

サービス業 36.4% 12.1% 36.4% 6.1% 9.1% 

その他業種 53.3% 20.0% 13.3% 0.0% 13.3% 
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仕入価格（原材料、製品・商品等） 販売（加工・工事）単価・客単価 

 

前年同期比 

 

 

 

 

 

 

 

次期見通し ( 2018 年 1 月～3 月比） 

 

 

 

 

 

 

 

業員数・労働時間の状況（前年同期比） 
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借入金の状況 

借入金の有無     有り・・・ 78.4%   無し・・・ 21.6% 

 

主な借入先 

 

 

 

 

 

 

 

 

借入金の増減（前年同期比） 
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借入金の増減（前年同期比） 

 

 

 

 

 
 
 

借入難度（前年同期比） 
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現在の資金繰りの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業況判断（好転・悪化の「状況」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 10 月～12 月の業況判断 DI （前年同期比）／業種別（クロス集計） 
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2018 年 10 月～12 月の業況判断の内訳（前年同期比）／業種別（クロス集計） 
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業況水準の状況（良し・悪しについての「 実感 」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 4 月～6 月の業況水準 DI （前年同期比）／業種別（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業況水準 DI 推移の比較分析 
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2018 年 10 月～12 月の業況水準の内訳（前年同期比）／業種別（クロス集計） 
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2018 年 10 月～12 月の経営上の問題点 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

●災害（台風 21 号の影響や西日本豪雨）による影響：3 件 

（関係先各所から販売の一時停止、会社や設備が水没） 

●人口減少により診療報酬点数ダウン 

●関連会社の業績悪化 

●支払いの延長 

●市場変化への対応 

●ネット販売による顧客減少 

●工場の製造能力不足 

●受注過多や残業 

●廃棄物等の処分費の高騰 

●社員教育（共育） 

 

 

 

 

 

 

 

10.92

12.72

18.82

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

大
企
業
の
進
出
に
よ
る
競
争
の
激
化

新
規
参
入
者
の
増
加

同
業
者
相
互
の
価
格
競
争
の
激
化

官
公
需
要
の
停
滞

民
間
需
要
の
停
滞

取
引
先
の
減
少

仕
入
単
価
の
上
昇

人
件
費
の
増
加

管
理
費
等
間
接
経
費
の
増
加

金
利
負
担
の
増
加

事
業
資
金
の
借
入
難

従
業
員
の
不
足

熟
練
技
術
者
の
確
保
難

下
請
業
者
の
確
保
難

販
売
先
か
ら
の
値
下
げ
要
請

税
負
担
の
増
加

仕
入
先
か
ら
の
値
上
げ
要
請

そ
の
他
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2019 年 1 月～3 月の経営上の力点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

●隣接分野への進出 

●工場の移転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.72 16.52
17.02

0%

4%

8%

12%

16%

20%

付
加
価
値
の
増
大

新
規
受
注

（顧
客
）
の
確
保

人
件
費
節
減

人
件
費
以
外
の
経
費
節
減

財
務
体
質
の
強
化

機
械
化
促
進

情
報
力
強
化

人
材
確
保

社
員
教
育

新
規
事
業
の
展
開

得
意
分
野
の
絞
り
込
み

研
究
開
発

機
構
改
革

そ
の
他



18 

 

 

オプション調査 ＜ リスク対策について ＞  

１） 貴社ではリスクを具体的に想定した経営を行っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 想定されるリスクは何ですか （ 複数回答可 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

●後継者が未定であること  ●人材確保の困難  ●キャッシュレス化への対応と動向 

⾏っている

24.6%

現在検討中

51.5%

⾏っていない

23.9%

10.4% 10.4%

9.3%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

地
震

津
波

洪
水

（津
波
以
外
）
、
土
砂
災
害

台
風
被
害

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染

テ
ロ
・
紛
争

・
戦
争

イ
ン
フ
ラ

（電
力

・
水
道
等
）
の
途
絶

通
信

（イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
電
話
）
の
途
絶

サ
ー
バ

・
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等

情
報
シ
ス
テ
ム
の
停
止

個
人
情
報

・
顧
客
情
報
の
流
出

取
引
先
企
業
の
倒
産

・
事
業
中
断

物
流
網
の
断
絶
に
よ
る
仕
入
品
の
欠
品

経
営
幹
部
の
突
然
の
喪
失

火
災

・
爆
発

リ
ス
ク
を
想
定
し
て
い
な
い

そ
の
他
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３） ２）で回答いただいたリスクに対応するＢＣＰ（事業継続計画）の策定状況についてお伺いします 
 
複数のリスクを対象として事業継続計画（BCP）を策定済み、あるいは策定中の場合、最も策定が進んでいるリスクについて 

の状況をご回答ください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜その他の回答＞ 

●BCP の必要性を感じ、策定に取りかかる前の段階 

●地球温暖化対策の啓発と実践 
 
 
 
４） リスクが発生した時の対応について、どのような観点を重視していますか（ 複数回答可 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜その他の回答＞ 
●材料・商品の保護   ●為すべきことを為す 
 

20.4%

14.7%

12.2%

19.3%

0.0%

4.0%

8.0%

12.0%

16.0%

20.0%

従
業
員
や
店
舗
内
等
に
い
る

顧
客
の
安
全
を
守
る

供
給
責
任
を
果
た
し
、

顧
客
か
ら
の
信
用
を
守
る

自
社

・
グ
ル
ー
プ
企
業
内
の

経
営
を
維
持
す
る

取
引
先
と
の
関
係
性
を
維
持
す
る

取
引
先
等
を
支
援
す
る

従
業
員
の
雇
用
を
守
る

地
域
経
済
の
活
力
を
守
る

地
域
の
復
旧
、
復
興
に
貢
献
す
る

そ
の
他

策定済み

9.5%

策定中

12.4%

策定を予定している

（検討中を含む）
38.0%

予定はない

32.1%

事業継続計画

（BCP）

とは何かを知らな

かった

6.6%

その他

1.5%
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５） 事業継続計画（ＢＣＰ）を策定（予定）した最も大きなきっかけについてご回答ください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜その他の回答＞ 

●BCP の策定を中小企業診断士と行った（財団の補助により） 

●事業の形態をどのようにするか 

●BCP 以前に目の前のリスク対策が必要。労災防止のための安全確認やスタッフ間での相互注意・相互 

指摘の強化、安全用品の追加購入等など 

●業界の抱える問題解決、自社企業価値の向上 

●新型インフルエンザの流行 

●事業継続計画（BCP）とは何かを知らなかった 

●予定していない 
 
 
６） リスク対策に関して、10 月～12 月期に経営上の努力としてどのようなことを試みましたか。 

また、今後どのようにしようと考えていますか 
 

学習会・勉強会等への参加 

� 同友会や他団体の BCP 勉強会への参加：2 件 

� 有志による BCP 勉強会で研究を進めた。今後は自社の BCP 策定を進めていく 

� これからの環境変化を想定した勉強会の開催。継続して行っていく 

 

社員教育・訓練等 

� 自社の社員教育・演習：3 件 

� 火災訓練など 

� 防災訓練の実施 

� 火災や業務災害等を発生させないよう社員が危険を体感出来る教育訓練施設を作り、訓練を実施している 

� 役割分担の明確化 

� 個人情報保護に関する方針の見直しを行った。今後、社内共有のための社員教育を実施する 

� 社員とコミュニケーションを図り、問題点を見直して情報交換に努めた 

 

 

過去の被災経験から

8.0%

近年多発する

自然災害への備え

58.6%

他社が

実施していたから

4.6%

他社や取引先からの

要請

9.2%

「事業継続ガイドラ

イン」等の政府や

報道、広報されて

いる情報を⾒て

11.5%
その他

8.0%
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マニュアル作成等 

� 社内にいる社員と顧客の安全を守るためのマニュアル策定の検討会を始めた 

� マニュアルの作成 

 

取引先等との連携強化、営業強化 

� 業務遂行体制の維持、顧客信頼確保のために社内及び協力会社組織の編成替えを実施。今後の緊急業務 

障害に備えて BCP を構築中 

� 中国・九州の工場を拡大し、東北・北海道の工場も新規開拓した 

� 営業先の拡大 

� 同業者との信頼関係を保つ 

� 利益確保のための値上げ 

� 取引先に対する生産量減産時の売上保障の交渉及び単価見直し依頼 

� 取引先・専門家からの情報収集 

 

データや設備等の対策 

� データのクラウド化：4 件 

� 1 月からデータ外部バックアップサービスの利用を開始予定 

� 品質保持のため、機械化・データ化で安定した製造をできるようにしている 

� 顧客データ・会社データを数ヶ所に分けて保存 

� 災害によりデータを喪失しないようにする。災害時の安全第一は当然だが、事前にどのように準備してよいか

わからない 

� ネットのセキュリティ対策レベルを上げた 

� ネットランの配線を浸水しないよう組み直した 

� 保険の見直し：3 件 

� 発電機や充電器の導入：2 件 

� 防災具の発注 

� 事務所内什器の転倒防止 

 

その他 

� 特に無し：9 件 

� まだ何もしていない：4 件 

� 災害が発生した時の連絡網の整備をした 

� 病院のグループ化の検討 

� 地域住民の避難場所として町内会と文書を取り交わした 

� 地域の住民の方々と防災への取組強化を図りたい 

� 労務安全管理として ISO45001 の導入と現場安全 IoT の検討 

� BCP の見直しをしたい 

� 起業したばかりで、何のために経営しているのか自分で答えが分かりません。経営指針成文化研修会を受け、

自分が何をしたいのか考えたいです 

 


